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福井神社鳥居をくぐって進むと芝宮神社の鳥居がある

下戸倉村・上戸倉村・福井村の村堺図

左：福井神社社殿　右：芝宮神社社殿

参
考
資
料

『
戸
倉
町
の
神
社
・
仏
閣
』

「
戸
倉
町
史
談
会
誌  

と
ぐ
ら
」

  

第
16
号

「
我
が
福
井
の
村
誌
」

戌戌い
ぬ
い
ぬ

の
満
水
で
被
災
し
た

の
満
水
で
被
災
し
た

　
　
　
　
　
　
福
井
神
社
と
芝
宮
神
社

　
　
　
　
　
　
福
井
神
社
と
芝
宮
神
社

寛
保
２
（
１
７
４
２
）
年
の
戌

の
満
水
は
千
曲
川
流
域
に
大
災
害

を
も
た
ら
し
た
。
福
井
神
社
は
埋

没
し
、
芝
宮
神
社
は
流
失
し
た
。

福
井
村
と
上
戸
倉
村
は
隣
接
し

た
村
だ
っ
た
が
、
正
保
の
初
め

（
１
６
４
４
年
頃
）、
北
国
往
還
に

上か
み
戸
倉
宿
・
下し
も
戸
倉
宿
が
開
設
さ

れ
た
と
き
、
上
戸
倉
村
の
人
々
は

上
福
井
に
集
団
移
住
し
て
、
上
戸

倉
宿
を
造
っ
た
。

福
井
村
地
内
上
戸
倉
村
と
い
う

め
ず
ら
し
い
関
係
が
続
き
、
明
治

７
（
１
８
７
４
）
年
に
両
村
は
合

併
し
て
磯
部
村
と
な
っ
た
。

　
　
福
井
神
社

福
井
神
社

福
井
村
で
は
、
産う

ぶ

土す
な

神
と
し

て
建た

て

御み

名な

方か
た
の

命み
こ
とを
上
福
井
宮
林

の
地
に
祀
り
、
諏
訪
大
明
神
と

称
し
た
。
創
建
年
代
は
不
明
だ

が
、
故
滝
沢
利
平
氏
は
元
中
年
代

（
１
３
８
４
～
１
３
９
２
）
と
推

定
し
て
い
る
。

戌
の
満
水
は
小
滝
沢
の
土
砂
を

押
し
出
し
、
社
地
・
社
殿
が
埋
没

し
た
。
ご
神
木
の
杉
の
大
木
も
根

元
に
土
砂
が
堆
積
し
た
。
そ
こ
で

地
続
き
の
裏
山
の
斜
面
を
隣
地
の

村
持
ち
の
山
と
地
替
え
し
て
、
延

享
４
（
１
７
４
７
）
年
に
現
在
地

に
社
殿
を
再
建
し
た
。
こ
の
と
き

近
く
の
字
市い
ち
神が
み
に
あ
っ
た
市
神
社

も
同
じ
く
洪
水
で
流
失
し
た
の

で
、
祭
神
の
事こ
と

代し
ろ

主ぬ
し
の

命み
こ
と（
え
び

す
様
）
も
合
祀
し
た
。

そ
の
後
、
拝
殿
が
造
営
さ
れ
、

何
回
か
造ぞ
う
た
い替
も
行
わ
れ
た
。
現
在

の
も
の
は
、
平
成
22
年
に
新
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

ご
神
木
の
杉
は
、
い
つ
し
か
立

枯
れ
と
な
り
、昭
和
32（
１
９
５
７
）

年
に
伐
採
さ
れ
、
そ
の
切
株
が

残
っ
て
い
る
。
樹
齢

400
年
余
、
直

径
77
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

、洞
の
深
さ
３
㍍
で
あ
る
。

　
　
芝
宮
神
社

芝
宮
神
社

下
戸
倉
村
の
俳
人
、
虎こ

じ
ょ
う杖
庵
三

世
宮
本
八
朗
が
天
保
10（
１
８
３
９
）

年
、
子
孫
に
書
き
遺の

こ
し
た
「
宮
本

文
書
」
に
よ
る
と
、
芝
宮
明
神
は

昔
、
上
戸
倉
村
・
下
戸
倉
村
と
福

井
村
の
三
村
が
一
体
だ
っ
た
頃
、

諏
訪
の
建た

て

御み

名な

方か
た
の

命み
こ
とを
戸
倉
村

の
惣そ

う
社じ

ゃ
と
し
て
新
戸
倉
温
泉
の
芝

宮
に
勧か
ん

請じ
ょ
う
し
た
。
芝
宮
の
地
は

元
和
８
（
１
６
２
２
）
年
、
上
戸

倉
村
・
下
戸
倉
村
に
村
分
け
さ
れ

た
と
き
上
戸
倉
分
と
な
り
、
惣
社

芝
宮
明
神
も
上
戸
倉
村
の
産
土
神

と
な
っ
た
。

戌
の
満
水
で
こ
の
芝
宮
明
神
は

社
地
・
神
宝
を
悉
こ
と
ご
とく
土
中
に
失
っ

た
。
そ
の
後
、
上
戸
倉
の
玉
井
佐

兵
衛
が
社
地
を
縮
め
て
畑
に
し
よ

う
と
し
た
際
、
神
鏡
一
面
が
掘
り

出
さ
れ
た
。

神
鏡
は
以
後
、
大
切
に
保
管
し

た
５
人
の
手
を
経
て
、
昭
和
56
年

芝
宮
神
社
の
立
替
工
事
完
成
祝
の

際
、
最
後
の
保
管
者
宮
本
家
か
ら

240
年
振
り
に
芝
宮
神
社
に
奉
還
さ

れ
た
。

　
　
福
井
神
社
と
芝
宮
神
社

福
井
神
社
と
芝
宮
神
社

戌
の
満
水
か
ら
52
年
を
経
た
寛

政
６
（
１
７
９
４
）
年
、
上
戸
倉

村
の
人
々
は
、
福
井
神
社
の
社
地

の
一
部
を
地
替
え
し
て
も
ら
い
、

字
宮
林
の
福
井
神
社
の
隣
に
芝
宮

神
社
を
遷せ

ん
座ざ

し
た
。

こ
の
と
き
上
戸
倉
村
と
福
井
村

の
両
村
は
一
緒
に
社
殿
を
造
り

替
え
る
こ
と
と
な
り
、
寛
政
９

（
１
７
９
７
）
年
ま
で
４
か
年
に

わ
た
っ
て
、
石
段
・
石
橋
・
石
垣
・

広ひ
ろ

庭に
わ
・
社
殿
な
ど
を
造
営
し
た
。

以
来
、
何
回
か
の
修
復
は
あ
っ
た

が
、
両
社
仲
良
く
並
ん
で
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

か
つ
て
両
神
社
の
氏
子
は
、
福

井
村
が
福
井
神
社
、
上
戸
倉
村
が

芝
宮
神
社
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
磯

部
区
（
上
戸
倉
と
上
福
井
の
人
々

が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
）
の
住
民

は
す
べ
て
芝
宮
神
社
、
福
井
区
の

住
民
は
す
べ
て
福
井
神
社
の
氏
子

に
な
っ
た
。
ま
た
、
春
秋
の
祭
り

は
両
社
同
日
に
行
わ
れ
、
宵
祭
に

は
雄
獅
子
の
福
井
神
楽
と
雌
獅
子

の
芝
宮
神
楽
が
相
次
い
で
奉
納
さ

れ
、
賑
や
か
で
あ
っ
た
。
現
在
で

は
祭
日
は
同
じ
だ
が
、
神
楽
は
そ

れ
ぞ
れ
の
区
で
独
自
に
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
福
井
　
滝
沢
　
弘

戦
後
77
年
、
戦
争
を
体
験
し
た

人
た
ち
が
少
な
く
な
る
中
で
、
公

民
館
報
が
特
集
「
戦
争
体
験
」
を

長
く
組
ん
で
き
た
の
は
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
い

う
強
い
思
い
の
表
れ
で
す
。

30
年
以
上
前
に
亡
く
な
っ
た
私

の
父
も
海
軍
に
召
集
さ
れ
南
方
に

赴
き
、
復
員
し
た
と
き
に
は
面
影

が
な
い
ほ
ど
痩
せ
て
、「
体
の
中

に
は
銃
弾
の
破
片
が
残
っ
て
い

た
」
と
祖
母
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
戦
争

で
、
戻
っ
て
来
ら
れ
た
だ
け
で
も

幸
せ
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
。

多
く
を
語
ら
な
か
っ
た
父
。
今

と
な
っ
て
は
父
の
戦
争
へ
の
思
い

を
計
り
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
惨
状
を
見
聞
き
す
る
た
び
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
理
不
尽
さ
を
改

め
て
痛
感
し
、
戦
争
は
二
度
と
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
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野高場の位置図
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集
後
記

新たに造られた
高木源六郎の歌碑

千曲川の堤防に沿って南北に長い野高場（左側）

参
考
文
献
　「
ち
ょ
う
ま
25
号
」

稲
荷
山
の
境
界
紛
争

稲
荷
山
の
境
界
紛
争　　

今
か
ら
164
年
程
前
の
安
政
時
代
、

稲
荷
山
と
杭
瀬
下
・
新
田
と
の
境

界
紛
争
が
あ
り
、
稲
荷
山
の
敗
北

の
結
果
、
一
部
が
野
高
場
の
地
名
で

残
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。

そ
の
当
時
の
千
曲
川
は
、
現
在

の
よ
う
に
堤
防
が
完
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
毎
年
洪
水
が
発
生
し
、
本

流
は
定
ま
っ
た
形
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
農
地
が
移
動
し
、
村
境

紛
争
が
絶
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

平
成
17
年
「
ち
ょ
う
ま
第
25
号
」

に
掲
載
の
宮
澤
芳
己
氏
の
論
文
「
稲

荷
山
と
杭
瀬
下
・
新
田
と
の
境
争
い

に
よ
る
野
高
場
」
に
よ
る
と
、
安
政

３
（
１
８
５
６
）
年
、
２
月
に
は
大

き
な
境
界
争
い
と
な
り
、
稲
荷
山
で

は
幕
府
寺
社
奉
行
所
へ
出
訴
し
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
、

「
稲
荷
山
の
千
曲
河
原
の
農
地
を

杭
瀬
下
・
新
田
の
者
達
が
千
曲

川
を
越
え
て
勝
手
に
耕
作
し
て

い
る
」

と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
辺
の
状
況
を
さ
ら
に
掘
り

下
げ
た
資
料
に
よ
る
と
、
野
高
場

は
千
曲
川
の
中
州
で
あ
り
、
杭
瀬

下
村
と
新
田
村
の
人
々
が
船
で
千

曲
川
を
渡
り
耕
作
を
し
た
「
地
割

慣
行
土
地
（
水
害
常
襲
地
帯
で
水

害
の
危
険
を
分
散
す
る
た
め
農
地

を
集
落
共
有
地
と
し
さ
ら
に
団
地

に
分
け
、
持
分
権
を
持
っ
た
人
が

割
り
当
て
ら
れ
た
共
有
地
を
耕
作

し
た
共
有
地
制
度
）
で
あ
っ
た
。

当
時
、
地
番
の
決
め
方
は
冠
着

山
・
飯
綱
山
・
妻
女
山
を
見
通
し

て
方
位
を
定
め
た
よ
う
だ
。

安
政
５
（
１
８
５
８
）
年
３
月
よ

り
寺
社
奉
行
吟
味
物
調
役
が
現
場

検
地
に
出
張
し
て
来
た
が
、
さ
ら
に

訴
状
で
は

「
こ
れ
は
貞
享
年
間
（
１
６
８
４

～
１
６
８
７
年
）
八
幡
村
と
の

境
界
争
い
の
時
、
御
裁
許
の
絵

図
面
に
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う

に
、
冠
着
山
よ
り
唐
猫
明
神
の

森
を
見
通
し
た
線
が
昔
か
ら
の

境
で
在
り
ま
す
。
何
分
杭
瀬
下
・

新
田
の
百
姓
を
止
め
さ
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
る
。

こ
の
検
地
に
際
し
て
は
、
総
人

数
37
人
と
い
う
前
代
未
聞
の
大
掛

か
り
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
、
検
地

役
人
の
滞
在
宿
舎
は
、
杭
瀬
下
・
新

田
村
の
色
部
義
太
夫
宅
で
あ
っ
た
。

測
量
中
の
役
人
の
用
便
は
一
般
の

人
足
と
は
違
い
、
体
面
を
保
つ
た
め

移
動
便
所
を
運
ぶ
役
割
の
人
も
い

た
よ
う
だ
。

検
地
は
稲
荷
山
の
平
坦
地
は
勿

論
の
こ
と
、
篠
山
を
始
め
横
手
山
・

田
原
山
・
佐
野
山
の
明
細
等
ま
で

桑
原
村
よ
り
提
出
を
求
め
た
り
、

文
化
９
（
１
８
１
２
）
年
の
稲
荷
山

村
対
杭
瀬
下
・
新
田
村
境
議
定
書

を
参
考
に
、
現
在
の
治
田
町
旧
道

の
八
幡
往
来
か
ら
東
へ
10
間
の
と
こ

ろ
に
一
番
杭
を
打
つ
等
し
て
綿
密
に

行
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
境
界
紛
争
は
、
徳
川
幕
府

直
轄
の
天
領
の
杭
瀬
下
・
新
田
と

上
田
領
の
稲
荷
山
と
い
う
こ
と
も

影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
結

局
は
稲
荷
山
村
の
全
面
敗
訴
と
な

り
、
千
曲
川
の
西
に
肥
沃
で
広
大

な
杭
瀬
下
村
野
高
場
が
存
在
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
の
時
代
に
な
り

長
い
間
孤
立
地
で
隔
離
状
態
に
耐

え
て
い
た
野
高
場
の
住
民
は
、
杭

瀬
下
村
と
埴
生
町
の
合
併
の
際
に

分
村
陳
情
に
踏
み
切
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の
一

致
が
見
ら
れ
ず
厳
し
い
状
態
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
は
あ
っ
た
が
、
林
虎

雄
県
政
下
、
知
事
の
勧
告
に
基
づ

き
昭
和
30
年
９
月
25
日
の
埴
生
町

議
会
に
お
い
て
正
式
に
境
界
の
変

更
が
議
決
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
野
高
場
は
昭
和

34
年
６
月
１
日
、
更
埴
市
誕
生
と

共
に
大
字
杭
瀬
下
よ
り
分
離
独
立

し
て
大
字
野
高
場
と
な
っ
て
、
行
政

区
は
稲
荷
山
地
区
に
編
入
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
住

む
稲
荷
山
１
４
０
０
戸
、

４
２
０
０
人
の
住
民
と
野

高
場
270
戸
、
680
人
の
住
民

は
大
字
は
分
か
れ
て
い
て

も
、
一
体
と
な
っ
て
地
域
の

発
展
に
尽
く
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

出
訴
に
よ
り
検
地
に
出

向
い
て
来
た
役
人
の
中
に
、
文
学
に

優
れ
た
御
勘
定
評
定
所
留
役
の
高

木
源
六
郎
が
い
た
。
彼
の
歌
碑
が

稲
荷
山
治
田
神
社
境
内
に
残
さ
れ

て
い
た
が
、
古
く
な
り
、
と
な
り
に

平
成
16
年
に
新
た
に
建
立
さ
れ
た
。

「
更
級
や
治
田
の
神
に
ぬ
さ
む
け

て
　
里
や
す
か
れ
と
祈
り
つ
る
か

な
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
杭
瀬
下
・

新
田
の
色
部
一
族
の
高
原
神
社
跡
地

に
は
、

「
行
か
よ
ふ
雁
よ
つ
ば
め
よ
い
た
づ

ら
に
　
す
ぐ
る
日
数
を
空
ふ
ミ
せ

て
」
の
碑
が
あ
る
。

　
　
　
野
高
場
　
塚
田
富
雄

２
０
２
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
４
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
未
だ
収
束
ま

で
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

御
開
帳
、
御
柱
祭
・
花
火
大
会
・

各
種
公
民
館
活
動
も
工
夫
を
し
な

が
ら
復
活
し
た
。
し
か
し
、
加
え

て
物
価
高
騰
・
台
風
の
発
生
等
が

控
え
て
い
る
。
生
き
て
い
る
だ
け

で
、
青
息
吐
息
で
あ
る
。

京
都
龍
安
寺
の
茶
室
の
蹲つ

く

踞ば
い

に

「
吾
唯
知
足
」
の
有
名
な
禅
語
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

戦
争
を
体
験
し
た
父
母
の
世
代

は
、
と
て
も
我
慢
強
く
、
足
る
を

知
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

先
人
が
守
っ
て
き
た
平
和
な
日

本
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ

つ
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ
に
敏
感
で

あ
り
た
い
と
思
う
。

�

（
上
山
田
　
Ｍ
）



92



93 （ 8）

令和５年２月１日公民館報ちくま

※「
館
報
ち
く
ま
」
及
び
「
も
っ
と
知
り
た
い
ふ
る
さ
と
」
は
千
曲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

発
行
／
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／
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―
０
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５
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０
２
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―
２
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２
―
７
１
６
８
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刷
／
有
限
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社
ナ
ガ
ト
印
刷

90

参
考
資
料
　
区
誌
『
ふ
な
や
ま
』

歴
史
に
み
る
鋳
物
師
屋

歴
史
に
み
る
鋳
物
師
屋

善
光
寺
が
建
て
ら
れ
た
640
年

頃
、
人
々
は
水
田
を
作
り
生
活
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
い
く
つ
か
の

集
落
が
集
ま
り
「
郷ご
う
」
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鋳
物
師

屋
地
域
も
「
船
山
郷
」
と
し
て
早

く
か
ら
開
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
船
山
郷
は
千
曲
川
の
東
岸
、

旧
更
埴
市
屋
代
町
の
南
方
、
旧
戸

倉
町
の
北
方
に
位
置
し
て
い
ま
し

た
。
船
山
郷
の
名
は
、
五
里
ヶ
峰

よ
り
有
明
山
に
至
る
山
容
が
、
郷

の
間
に
ぬ
っ
と
突
き
出
た
舟
形
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

室
町
時
代
に
は
船
山
郷
に
守
護

所
が
置
か
れ
、
そ
の
位
置
は
鋳
物

師
屋
の
屋
敷
地
区
（
現
在
の
船
山

神
社
の
近
辺
）
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
頃
の
権
力
者
は
、
お

宮
な
ど
に
鐘
楼
や
灯
篭
を
寄
進
す

る
た
め
に
鋳
物
師
（
い
も
じ
・
い
も

の
し
）
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
鋳

物
師
が
こ
こ
に
来
た
の
で
鋳
物
師

屋
の
名
が
付
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
鋳
物

師
屋
地
籍
に
守
護
所
が
あ
っ
た
の

か
不
明
で
あ
る
た
め
、
鋳
物
師
が

本
当
に
い
た
の
か
も
分
か
り
ま
せ

ん
。「
鋳
物
師
屋
に
は
、
船
山
郷

の
中
心
で
あ
る
守
護
所
が
あ
り
、

鋳
物
師
が
い
た
の
で
、
こ
の
地
名

が
つ
い
た
」
と
古
き
世
に
思
い
を

寄
せ
て
考
え
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
名
の
由
来
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
検
地
が

行
わ
れ
た
江
戸
時
代
に
は
鋳い
も
物や

と

い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
寛
保
２
（
１
７
４
２
）
年
の

地
図
に
は
、
鋳
物
師
屋
村
と
記
載

さ
れ
て
お
り
昔
の
村
の
形
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

江
戸
時
代
、
鋳
物
師
屋
村
は
天

領
と
し
て
治
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
江
戸
か
ら
明
治
に
な
り
新
た

な
中
央
集
権
国
家
を
つ
く
る
中

で
、明
治
９（
１
８
７
６
）年
に
は
、

鋳
物
師
屋
村
・
寂
蒔
村
・
打
沢
村
・

小
島
村
・
桜
堂
村
の
５
か
村
が
合

併
し
、
東
船
山
村
と
称
さ
れ
ま
し

た
。し
か
し
、明
治
15（
１
８
８
２
）

年
に
は
、
こ
の
５
か
村
が
分
離
独

立
し
、
元
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
7
年
後
、
明
治
22

（
１
８
８
９
）
年
、
町
村
制
度
実

施
に
よ
り
再
度
５
か
村
が
合
併
さ

れ
埴
生
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
明

治
25
（
１
８
９
２
）
年
に
は
現
在

の
埴
生
小
学
校
の
地
籍
（
鋳
物
師

屋
字
清
水
）に
村
役
場
が
置
か
れ
、

57
年
間
、
埴
生
村
の
村
政
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
に
埴
科
郡
埴
生

町
と
な
り
、杭
瀬
下
村
と
の
合
併
、

五
加
村
の
中
区
の
編
入
を
経
て
、

昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
の
更
埴

市
に
な
る
ま
で
の
12
年
間
も
、
同

所
で
埴
生
町
の
町
政
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
鋳
物
師
屋
に
は
役

場
が
置
か
れ
、
埴
生
村
・
埴
生

町
の
中
心
地
で
し
た
。
こ
の
こ

と
は
現
在
の
埴
生
小
学
校
校
門

横
に
あ
る
「
埴
生
村
道
路
元
標
」

（
１
９
１
９
年
設
置
）
か
ら
も
伺

わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
鋳
物
師
屋
出
身
の
宮
坂

喜よ
し
昌ま
さ（
１
８
０
５
～
１
８
９
０
年
）

は
学
問
を
極
め
、
寺
子
屋
を

開
き
、
門
弟
は
数
百
人
に
も

の
ぼ
り
ま
し
た
。
彼
の
徳
の

碑
は
埴
生
小
学
校
の
入
り
口

に
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
喜
昌
の
子
、
東と
う
平へ
い

（
１
８
３
１
～
１
９
１
２
年
）

は
初
代
埴
生
村
の
村
長
と
し

て
、
十
数
年
に
わ
た
り
村
政

を
司
り
ま
し
た
。東
平
は
父
、

喜
昌
が
書
い
た
文
集
「
麓ふ
も
との

塵ち
り
」の
中
の『
埴は
に
科しな
の
埴はに〈
土
〉

の
い
よ
い
よ
豊
か
に
し
て
桑

が
繁
茂
し
栄
え
る
』
の
願
い

を
受
け
て「
埴
生
村
」と
名
付

け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
鋳
物
師
屋
ち
ょ
こ
っ
と
お

せ
っ
会
　 

代
表  

寺
澤
和
冶

　（
同
会
は
鋳
物
師
屋
地
区

の
伝
統
文
化
継
承
、
新
た
な

編
集
後
記

　
素
晴
ら
し
い
成
人
式
だ
っ
た
。

心
に
残
る
式
だ
っ
た
。
以
前
と
成

人
式
の
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。
成
人
式
を
迎
え
る
若

者
た
ち
が
自
分
た
ち
で
企
画
し
、

演
出
し
、
運
営
す
る
。
私
が
成
人

式
に
出
席
し
た
の
は
ず
っ
と
昔
の

こ
と
に
な
る
が
、
当
時
住
ん
で
い

た
市
か
ら
の
通
知
で
、
市
民
会
館

で
話
を
聞
き
、
全
体
写
真
を
撮
っ

た
だ
け
の
思
い
出
の
少
な
い
式
だ

っ
た
。

　
仕
事
や
勉
学
の
後
に
集
ま
り
、

「
ど
の
よ
う
な
成
人
式
に
し
よ
う

か
？
」「
皆
が
思
い
出
に
残
る
式

と
は
？
」
と
意
見
を
ぶ
つ
け
あ
い
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
素
敵
な
式
に

す
る
た
め
に
他
人
の
意
見
を
尊
重

し
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
、
ま
と

め
て
い
く
。
人
生
の
中
で
良
い
経

験
を
し
た
こ
と
と
思
う
。

　
以
前
、
全
国
で
は
暴
れ
る
成
人

式
が
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

一
方
的
な
通
知
の
行
事
に
は
反
発

し
た
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分

た
ち
の
成
人
式
と
い
う
自
覚
が
生

ま
れ
て
心
に
残
る
式
と
な
っ
た
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
め
で
と
う
。

 

（
八
幡
　
Ｋ
）

文
化
創
造
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
る
）

有明山に至る舟形に似た山並み

令和２年に掘り出した
埴生村道路元標（左）と
宮坂喜昌頌徳の碑（右奥）

鋳物師屋小字地図　区誌『ふなやま』より引用

埴生小学校

長野県千曲市

No. 90
2023.2.1

《主な掲載記事》
特集　成人式   2 〜 5

第 27 回更埴地区短詩型文学祭

入賞作品　他   6 〜 7

もっと知りたいふるさと   8
　　　　（鋳物師屋地区）

祝！成人おめでとう
　1月7日・8日の2日間、令和４年度千曲市成人式
が信州の幸

めぐみ
あんずホールにおいて開催され、対象者

636名中430名の新成人の皆さんが出席しました。
上段は７日開催、下段は８日開催の成人式実行委員
の皆さんです。
　コロナ禍での式典は市長・来賓の方々に祝辞をい
ただき、小学校区ごとに写真撮影を行いました。

特集 成  人  式成  人  式
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98

編
集
後
記

は
じ
め
に

は
じ
め
に

武
水
別
神
社
で
毎
年
12
月
10
日

か
ら
14
日
（
御ご

供く

積つ

み
ま
で
含
め

れ
ば
15
日
）
に
か
け
て
行
わ
れ
る

大
頭
祭
は
、
400
年
以
上
の
歴
史
と

伝
統
を
持
つ
北
信
地
方
有
数
の

大
祭
で
あ
る
と
と
も
に
、
八
幡
地

区
の
冬
の
風
物
詩
で
も
あ
り
ま

す
。
と
く
に
斎さ
い
の
も
り森神
社
か
ら
武
水

別
神
社
ま
で
の
頭と
う
に
ん人
行
列
（
お
練

り
）
は
、〝
古
式
ゆ
か
し
い
神
事
〟

と
し
て
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
見
て
、
知
っ
て
い
る

こ
の
〝
古
式
ゆ
か
し
い
神
事
〟
が
、

明
治
維
新
に
と
も
な
う
廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈

の
影
響
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

一
　
頭
人
装
束
の
変
化

一
　
頭
人
装
束
の
変
化

大
頭
祭
で
は
、
各
地
区
か
ら
選

ば
れ
た
5
人
の
頭
人
が
、
1
日
に

1
人
ず
つ
、
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ

た
新
穀
を
神
前
に
奉
納
し
ま
す
。

頭
人
の
う
ち
三
番
頭
が
最
も
格

が
高
く
「
大だ
い
と
う頭
」
と
呼
ば
れ
、
大

頭
祭
の
名
称
も
そ
れ
に
由
来
し

ま
す
。
ま
た
、明
治
時
代
以
後
は
、

新
穀
を
奉
納
す
る
と
い
う
祭
事

に
ち
な
み
「
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

頭
人
一
行
5
人
（
相あ
い
さ
ん
ま
い
や
く

散
米
役
・

散さ
ん
ま
い
や
く

米
役
・
頭と
う
に
ん人
・
副ふ
く
と
う頭
・
差さ
し
ぞ
え
や
く

添
役
）

は
、
先せ
ん
だ
つ達
に
続
い
て
お
練
り
し
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
頭
人
は
首
か
ら

水
晶
の
勾ま
が
た
ま玉
を
か
け
て
い
る
た
め

一
目
で
わ
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

江
戸
時
代
の
頭
人
は
、
勾
玉
で
は

な
く
、
仏
具
で
あ
る
数じ
ゅ
珠ず

を
か
け

て
い
ま
し
た
。こ
れ
に
関
連
し
て
、

頭
人
一
行
の
う
ち
相
散
米
役
と
散

米
役
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
そ
れ

ぞ
れ
相あ
い
じ
ゅ
ず
と
り

数
珠
取
、
数
珠
取
と
呼

二
　
二
　
夜夜
よ

ね

よ

ね
練練
り
の
本
来
の
す
が
た

り
の
本
来
の
す
が
た

夜
練
り
と
は
、三
番
頭
（
大
頭
）

だ
け
が
行
え
る
神
事
で
、
現
在
で

は
、
12
日
昼
の
お
練
り
の
翌
日
13

日
の
夜
に
、
頭
人
一
行
が
大
鳥
居

前
か
ら
拝
殿
ま
で
行
列
し
て
進

み
、
そ
の
後
拝
殿
で
御ご
へ
い
ち
ょ
う
だ
い

幣
頂
戴
な

仏
事
と
し
て
の
大
頭
祭

仏
事
と
し
て
の
大
頭
祭

  

～
か
わ
る
伝
統
・
つ
く
ら
れ
る
伝
統
～

～
か
わ
る
伝
統
・
つ
く
ら
れ
る
伝
統
～

中
学
歴
史
を
内
容
と
す
る
３
年

越
し
の
講
座
が
３
月
に
閉
講
し
た
。

も
う
一
度
歴
史
を
学
び
直
し
て
み

た
い
と
意
欲
を
持
っ
た
受
講
生
ば

か
り
で
、「
教
養
＝
今
日
用
が
あ
る
」

つ
も
り
参
加
の
私
は
大
い
に
感
化

さ
れ
た
。

女
性
の
高
齢
者
が
大
半
で
、
先

生
の
問
い
掛
け
に
も
す
ぐ
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
反
応
の
声
が
あ
が
り

学
び
に
年
齢
は
な
か
っ
た
。

「
学
校
時
代
の
勉
強
は
テ
ス
ト

の
た
め
の
勉
強
だ
っ
た
。
こ
こ
で

は
興
味
を
持
っ
て
楽
し
み
な
が
ら

学
習
が
進
み
、
実
と
な
る
」
と
切

実
に
思
っ
た
。

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
み
を
教
え
て

く
れ
た
先
生
に
受
講
者
総
意
で
惜

別
と
感
謝
の
気
持
を
込
め
て
花
束

を
贈
呈
し
た
。

本
年
度
も
公
民
館
で
は
「
学
ぶ

喜
び
」「
出
会
う
楽
し
み
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
成
人
講
座
を
開
設
し
た
。

学
び
の
体
験
を
求
め
て
31
の
講
座

に
延
べ
500
人
以
上
も
の
方
々
が
参

集
し
５
月
に
開
講
し
た
。

ま
た
、
各
公
民
館
で
も
伝
統
や

特
色
あ
る
行
事
、
学
級
・
講
座
等

が
始
ま
っ
て
い
る
。「
公
民
館
報

ち
く
ま
」
で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

投
稿
等
い
た
だ
き
な
が
ら
講
座
の

学
習
や
公
民
館
活
動
の
様
子
を
広

く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
埴
生
・
Ｋ
）

江戸時代の夜練り「八幡大頭祭絵巻」

江戸時代：数珠
「八幡大頭祭絵巻」

現在：水晶の勾玉

ど
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
指
定
文
化
財
の
「
獅し
し
め
ん

子
面
」

「
伎ぎ

楽が
く
め
ん面
」
は
こ
の
時
に
し
か
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
夜
練
り
も
江
戸
時

代
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
大
頭
祭
の
様
子

を
描
い
た
「
松
代
藩
五
大
祭
絵

巻
　
八
幡
大
頭
祭
絵
巻
」(

長
野

市
「
真
田
宝
物
館
」
所
蔵)

を
見

る
と
、
法
華
経
八
巻
を
持
っ
た
8

人
の
後
ろ
に
頭
人
が
続
き
、
さ
ら

に
頭
人
か
ら
出
て
い
る
「
善
の

綱
」
ら
し
き
綱
を
持
つ
女
性
た
ち

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
列

が
本
殿
を
3
周
し
た
の
ち
、
拝
殿

で
法ほ

華け

八は
っ

講こ
う

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
ま
で
の
夜
練

り
は
、「
行ぎ
ょ
う
ど
う道」
＋
「
法
華
八
講
」

と
い
う
仏
事
そ
の
も
の
だ
っ
た

と
い
え
ま
す
。
実
際
、
江
戸
時
代

の
大
頭
祭
は
「
御ご

八は

講こ
う
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
御

供
積
み
で
使
わ
れ
る
「
オ
ハ
コ
ビ

ツ
」（
御
八
講
櫃
）
に
そ
の
名
称

を
残
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に  

～
伝
統
と
は
な
に
か
～

～
伝
統
と
は
な
に
か
～

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
ま
で

の
大
頭
祭
は
仏
事
色
の
濃
い
祭

事
で
し
た
。
こ
れ
は
神
仏
習
合
思

想
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
明
治
時
代
に
な
る
と
、
神
道

国
教
化
の
も
と
、
仏
教
的
な
要
素

を
廃
し
て
「
神
事
」
と
し
て
純
化

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
と
も
な
い
頭
人
の
装
束
が
変

わ
り
、
大
頭
祭
の
呼
び
方
も
「
御

八
講
」
か
ら
「
新
嘗
祭
」
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
い
ま
の

私
た
ち
は
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

モ
ノ
・
コ
ト
を
400
年
以
上
の
歴
史

と
伝
統
を
持
つ
〝
古
式
ゆ
か
し
い

神
事
〟
と
し
て
見
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

〝
伝
統
〟
と
い
う
時
、
少
し
立

ち
止
ま
っ
て
見
直
し
て
み
る
と
、

新
た
な
歴
史
の
一
面
が
見
え
て

く
る
こ
と
を
、
大
頭
祭
の
歴
史
は

い
ま
の
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
千
曲
市
武
水
別
神
社

　
　
　
神
官
松
田
邸
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
丈
晴

ば
れ
て
い
ま
し

た
。
祭
事
の
当

日
は
〝
神
〟
と

な
る
頭
人
が
、

仏
具
を
身
に
ま

と
っ
て
い
た
の

で
す
。

長野県千曲市

八幡公民館のいきいき学級スタート！
５月10 日（金）、開講式に続き「いすに座って
やさしいストレッチ」と題して、スポーツ推進員を
講師に健康講座が行われました。
上の写真は、トレーニングチューブを使っての運
動です。みなさんでいい汗をかきました。

No. 98
2024.6.1

《主な掲載記事》
新分館長さんに聞きました   2
令和6年度 分・支館長・編集委員の紹介   3
公民館人事・公民館に期待すること   4
特集　わがまちの自慢   5
サークル紹介   6
リレーエッセイ   7
もっと知りたいふるさと   8
　　　　　　 （八幡地区）特集 わがまちの自慢わがまちの自慢
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令和６年８月１日

※「
館
報
ち
く
ま
」
及
び
「
も
っ
と
知
り
た
い
ふ
る
さ
と
」
は
千
曲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

発
行
／
千
曲
市
公
民
館
運
営
協
議
会
　
編
集
／
千
曲
市
公
民
館
館
報
編
集
委
員
会
　
電
話
０
２
６
―
２
７
２
―
０
２
３
４
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
―
２
７
２
―
７
１
６
７
　
　
印
刷
／
㈲
ナ
ガ
ト
印
刷

公民館報ちくま

99

編
集
後
記

「
さ
ら
し
な
」
の
地
名
に
古

来
ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
が

心
引
か
れ
て
き
た
か
調
べ
、
約

25
年
に
な
り
ま
す
。
江
戸
幕
末

生
ま
れ
の
佐
良
志
奈
神
社(
千
曲

市
若
宮)

の
宮
司
豊
城
直
友
さ
ん

（
１
８
１
５
～
１
８
７
９
）
も
そ

の
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
神
社
を

発
展
さ
せ
ま
し
た
。
今
は
新
し
い

祠ほ
こ
らに
再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
分
社

の
諏
訪
社
の
台
座
に
直
友
さ
ん

が
刻
ん
だ
文
字
「
更
級
里
」
に
、

激
動
の
幕
末
と
明
治
を
生
き
た

直
友
さ
ん
の
心
持
ち
を
感
じ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

諏
訪
社
は
御
柱
祭
が
行
わ
れ
る

の
で
、
氏
子
で
あ
る
千
曲
市
の
若

宮
、
芝
原
区
の
人
に
と
っ
て
は

な
じ
み
が
あ
り
ま
す
。
山
の
あ

る
若
宮
、
芝
原
両
区
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
１
本
ず
つ
伐
り
出
し
、
み

ん
な
で
引
き
回
し
、
諏
訪
社
の
両

脇
に
建
て
ま
す
。
小
さ
な
社
で
す

が
、
祠
の
裏
面
の
刻
字
を
見
る

と
、
直
友
さ
ん
が
幕
末
の
嘉
永

７
（
１
８
５
４
）
年
に
再
建
し
た

こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
台
座
に
は

「
更
級
里
若
宮
村
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

私
は
特
に
台
座
に
刻
ま
れ
た

「
更
級
里
若
宮
村
」
の
文
字
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。「
更
級
郡
」

で
は
な
く
「
更
級
里
」。
い
ま
で

こ
そ
行
政
区
名
で
は
な
く
「
〇
〇

の
里
」
と
書
く
の
は
一
般
的
で
す

が
、
江
戸
時
代
で
す
。「
更
級
里
」

の
方
が
、
身
近
で
親
し
み
が
あ

る
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

直
友
さ
ん
の
時
代
に
も
御
柱
祭

が
あ
り
ま
し
た
。
老
若
男
女
が
集

ま
る
諏
訪
の
神
様
の
住
ま
い
だ

か
ら
、
こ
の
文
字
を
刻
め
ば
「
さ

ら
し
な
の
里
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ

り
浸
透
し
、
定
着
す
る
と
い
う
願

い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で

す
。で

は
な
ぜ
、
直
友
さ
ん
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
。『
戸

倉
町
誌
』
に
よ
る
と
、
天
保
７

（
１
８
３
６
）
年
、
直
友
さ
ん
が

21
歳
の
と
き
、
近
隣
の
八
幡
村

（
現
千
曲
市
）
の
八
幡
宮
が
延
喜

式
内
社
の
「
武
水
別
神
社
」
と
名

乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
延

喜
式
」
と
は
、
平
安
時
代
の
各
地

の
神
社
名
を
記
し
た
公
文
書
の

「
更
級
里
」と
刻
ま
れ
た
諏
訪
社

「
更
級
里
」と
刻
ま
れ
た
諏
訪
社

８
月
に
な
る
と
、
お
盆
や
夏
休

み
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
大
い
に
楽
し
み
な
時
期
を

迎
え
ま
す
。
私
が
子
ど
も
の
頃

は
、
親
は
畑
仕
事
が
忙
し
く
、
休

み
と
も
な
れ
ば
よ
く
手
伝
わ
さ

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
頃
の
子
ど
も
た
ち
は
と
い

う
と
、
６
年
生
を
中
心
に
近
所
の

仲
間
で
山
へ
ク
ワ
ガ
タ
を
捕
り
に

行
っ
た
り
、池
で
魚
を
取
っ
た
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野
球
を
し
た
り
し

て
、
帰
り
が
遅
く
な
る
と
親
に
叱

ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
心
で
、
何
が
危

な
い
か
、
何
を
し
て
は
い
け
な
い

か
は
身
体
で
覚
え
て
い
き
ま
し

た
。近

頃
の
子
ど
も
た
ち
は
、
休
み

は
家
の
中
で
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や

ス
マ
ホ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。
そ
れ
も
時
代
の
流

れ
で
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
で
野
外
で
の
楽
し

い
遊
び
を
考
え
、
そ
し
て
行
動
す

る
、
そ
れ
を
周
り
の
大
人
が
見
守

る
、
そ
れ
が
子
ど
も
の
自
立
心
・

自
主
性
・
協
調
性
・
判
断
力
な
ど

を
育
み
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、

社
会
生
活
を
送
る
と
き
に
役
立

つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　（
稲
荷
山
　
Ｔ
）

豊城直友さん肖像画

こ
と
で
、
延
喜
式
内
社
と
は
朝
廷

に
認
め
ら
れ
た
由
緒
あ
る
神
社

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

佐
良
志
奈
神
社
と
い
う
名
前
も

延
喜
式
内
社
の
一
つ
で
す
が
、
最

初
か
ら
そ
う
名
乗
っ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
豊
城

家
の
古
文
書
で
「
佐
良
志
奈
神

社
」
と
記
す
よ
う
に
な
る
の
は

１
７
０
０
年
代
半
ば
か
ら
で
、
以

降
は
そ
れ
ま
で
の
「
八
幡
宮
」
の

呼
び
名
と
混
在
し
、
直
友
さ
ん
の

生
ま
れ
た
１
８
１
５
年
以
降
は

す
べ
て
佐
良
志
奈
神
社
で
す
。

直
友
さ
ん
が
自
分
の
神
社
の
名

前
を
強
烈
に
意
識
す
る
き
っ
か

け
が
、
嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年

開
国
を
迫
る
米
国
の
ペ
リ
ー
の

浦
賀
来
航
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
翌
年
に
直
友
さ
ん

は
諏
訪
社
を
「
再
建
」
し
て
い
る

の
で
す
。
当
時
は
日
本
の
独
自
性

を
探
求
す
る
国
学
が
盛
ん
だ
っ

た
の
で
、
直
友
さ
ん
も
自
分
の
神

社
の
独
自
性
に
つ
い
て
考
え
「
更

級
里
」
と
刻
ん
だ
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
し
て
直
友
さ
ん
は
諏
訪
社

再
建
か
ら
７
年
後
の
文
久
元

（
１
８
６
１
）
年
、
佐
良
志
奈
神

社
の
文
字
を
刻
ん
だ
大
き
な
社

標
を
境
内
入
り
口
に
建
立
し
ま

す
（
詳
し
く
は
館
報
32
号
も
っ
と

知
り
た
い
ふ
る
さ
と
㉜
「
さ
ら
し

な
は
“
地
名
遺
産
”」
を
参
照
）。

直
友
さ
ん
は
明
治
維
新
12
年
後

の
１
８
７
９
年
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
直
友
さ
ん
は
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
自
分
の
仕
え
る
神
社

が
都
人
ら
の
大
き
な
憧
れ
で
あ

り
続
け
た
「
更
級
」
に
あ
る
こ
と

を
、
地
域
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

仕
事
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
直
友
さ
ん
再
建

の
諏
訪
社
の
祠
は
風
化
が
激
し

く
、
２
０
０
５
年
、
新
し
い
祠
に

建
て
直
さ
れ
ま
し
た
。
直
友
さ
ん

の
祠
は
側
面
に
ブ
ド
ウ
の
実
や

リ
ス
の
模
様
が
彫
ら
れ
て
お
り
、

デ
ザ
イ
ン
や
遊
び
心
に
富
む
も

の
で
、
今
も
新
祠
の
後
ろ
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
境
内
の
土

に
な
り
ま
す
。「
更
級
里
」
が
刻

ま
れ
た
台
座
は
、
現
在
は
あ
り
ま

せ
ん
。

さ
ら
し
な
堂
（
芝
原
）

　
　
　
　
　
大
谷
　
善
邦

2004 年の御柱祭
左下に豊城直友さんが再
建した諏訪社が見える

2004年当時の諏訪社の台座
「更級里若宮村」と刻まれていた

長野県千曲市

《主な掲載記事》
各館の活動報告   2 〜 3
特集　平和への思い   4 〜 7
もっと知りたいふるさと   8
　　　　　　（戸倉地区）
＜お知らせ＞
短詩型文学祭の作品募集
成人式のお知らせ
文化祭のお知らせ

市民講座を開催しました
６月 30 日（日）、信州の幸

めぐみ
あんずホールにお

いて、NHK でおなじみの気象予報士 平
ひら

井
い

信
のぶ

行
ゆき

さ
んを講師にお迎えし「気象・防災情報の見方と使
い方～気象災害から命を守るために～」と題して、
市民講座を開催しました。367 人の参加がありま
した。
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平和への思い平和への思い特集
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令和６年 10 月１日

※「
館
報
ち
く
ま
」
及
び
「
も
っ
と
知
り
た
い
ふ
る
さ
と
」
は
千
曲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

発
行
／
千
曲
市
公
民
館
運
営
協
議
会
　
編
集
／
千
曲
市
公
民
館
館
報
編
集
委
員
会
　
電
話
０
２
６
―
２
７
２
―
０
２
３
４
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
―
２
７
２
―
７
１
６
７
　
　
印
刷
／
㈲
ナ
ガ
ト
印
刷

公民館報ちくま

100

編
集
後
記

蒸
し
暑
い
土
曜
日
の
朝
８
時
半

に
古
墳
館
に
集
合
、「
森
将
軍
塚

古
墳
友
の
会
」
会
員
15
人
と
初
参

加
の
地
元
中
学
生
４
人
（
部
活
動

地
域
移
行
を
担
う
千
曲
坂
城
ク
ラ

ブ
歴
史
・
科
学
専
門
部
所
属
）
で

草
取
り
作
業
を
行
う
。
古
墳
頂
上

は
古
墳
館
か
ら
130
㍍
の
高
さ
、
エ

ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
草
取
り
作
業
中
に
眼

下
を
眺
め
る
と
千
曲
川
が
う
ね

り
、
遠
く
に
は
飯
縄
山
や
戸
隠
連

峰
が
見
渡
せ
、
暑
さ
も
忘
れ
爽
快

な
気
分
と
な
る
。

古
墳
の
草
取
り
作
業
は
、
墳
丘

復
元
工
事
が
完
了
し
た
翌
年
の
平

成
２
（
1
9
9
0
）
年
に
40
人
の

参
加
者
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
年

３
回
実
施
し
て
い
る
。
雨
天
中
止

の
時
も
あ
る
が
、
諸
先
輩
の
努
力

が
後
輩
に
引
き
継
が
れ
、
今
年
の

７
月
６
日
（
土
）
に
記
念
す
べ
き

100
回
目
を
迎
え
た
。

草
取
り
作
業
終
了
後
、
市
歴
史

文
化
財
セ
ン
タ
ー
元
所
長
の
矢
島

宏
雄
さ
ん
か
ら
古
墳
修
復
時
に
お

け
る
葺ふ
き

石い
し

の
設
置
状
況
な
ど
の
説

明
が
あ
っ
た
。
最
下
部
の
葺
石
は

崩
れ
ず
に
残
っ
て
い
て
、
古
墳
の

大
き
さ
が
容
易
に
わ
か
っ
た
と
い

う
。「

友
の
会
」
の
も
う
一
つ
の
重

要
な
活
動
で
あ
る
、
古
墳
に
つ
い

て
説
明
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
」
は
、平
成
12
（
2
0
0
0
）

年
に
元
友
の
会
会
長
の
柳
沢
君
雄

さ
ん
の
提
案
に
よ
り
始
ま
っ
た
。

同
年
１
〜
３
月
に
開
催
さ
れ
た
ガ

イ
ド
の
養
成
講
座
に
は
132
人
の
参

加
が
あ
り
、
４
月
か
ら
活
動
が
開

始
さ
れ
た
。

私
は
、
平
成
13
年
に
55
歳
で
会

社
を
退
職
し
た
際
に
、
市
の
ガ
イ

ド
講
座
募
集
記
事
を
見
て
参
加
し

た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
退
職
後

に
復
職
し
た
こ
と
も
あ
り
、
土
日

森
将
軍
塚
古
墳
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

森
将
軍
塚
古
墳
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

〜〜  

古
墳
の
草
取
り
作
業

古
墳
の
草
取
り
作
業
100100
回
達
成

回
達
成  

〜〜

公
民
館
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
行
事

の
告
知
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

や
身
近
な
話
題
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
提
供
し
て
き
た
公
民
館

報
「
ち
く
ま
」
が
100
号
を
迎
え
た
。

17
年
あ
ま
り
、
千
曲
市
６
地
区
の

公
民
館
が
協
力
し
て
発
刊
し
て
き

た
こ
の
公
民
館
報
に
は
、
多
く
の

担
当
者
が
関
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
長
年
続
い
て

き
た
こ
と
を
祝
い
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
の
時
代
、
ペ
ー
パ
レ

ス
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
紙
の

公
民
館
報
「
ち
く
ま
」
は
い
っ
た

い
何
号
ま
で
続
け
ら
れ
る
の
か
？
　

た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
ど
ん
な

情
報
で
も
そ
れ
を
見
る
環
境
が
な

け
れ
ば
役
立
た
な
い
。
デ
ジ
タ
ル

情
報
は
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス

マ
ホ
と
い
っ
た
媒
体
が
な
け
れ
ば

手
に
入
ら
な
い
。
こ
う
し
た
媒
体

は
常
に
進
化
し
て
い
る
。
数
十
年

も
経
て
ば
今
の
方
法
も
役
に
立
た

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
紙
に
印

刷
さ
れ
た
も
の
は
ど
う
だ
ろ
う
？

紙
が
劣
化
し
な
い
限
り
何
十
年
も

情
報
が
残
る
。
そ
し
て
何
の
媒
体

も
必
要
が
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
公
民
館
報
「
ち

く
ま
」
が
今
後
も
続
き
、
200
号
、

300
号
と
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
戸
倉
　
Ｋ
）

の
み
の
ガ
イ
ド
で
あ
っ
た
が
、
見

学
者
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
の

一
言
が
嬉う
れ

し
く
、
歴
史
好
き
も
あ

り
23
年
間
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
。ガ

イ
ド
の
思
い
出
と
し
て
は
、

ド
イ
ツ
人
女
性
が
５
人
来
て
「
さ

あ
困
っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
と
、

そ
の
中
に
日
本
語
が
で
き
る
方
が

い
て
「
私
が
通
訳
す
る
か
ら
大
丈

夫
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
、
ほ
っ
と

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。ま
た
、

私
の
故
郷
の
飯
田
か
ら
来
た
見
学

者
の
中
に
、
た
ま
た
ま
中
学
の
同

級
生
が
い
た
の
に
驚
き
、
再
会
を

喜
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。

森
将
軍
塚
古
墳
は
、
小
学
校
６

年
生
の
社
会
科
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
テ
レ
ビ
等

で
も
紹
介
し
て
い
た
だ
く
機
会
が

多
い
こ
と
か
ら
、
見
学
者
が
増
え

て
い
る
。
隣
に
県
立
歴
史
館
も
あ

り
、
歴
史
を
学
ぶ
場
所
と
し
て
多

く
の
学
校
が
見
学
に
訪
れ
て
い

る
。こ

の
古
墳
の
特
筆
す
べ
き
点
と

し
て
は
、「
三さ

ん

角か
く

縁ぶ
ち

神し
ん

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う」
が

発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
詳
し
く
は
館
報
21
号
も
っ
と
知

り
た
い
ふ
る
さ
と
㉑
「
森
将
軍
塚

古
墳
と
三
角
縁
神
獣
鏡
」
を
参

照
）。
長
野
県
に
前
方
後
円
墳
は

数
多
く
あ
る
が
、
こ
の
鏡
が
発
掘

さ
れ
た
古
墳
は
県
内
で
こ
こ
だ
け

で
あ
る
。
古
墳
時
代
前
期
に
こ
の

地
域
が
畿
内
の
大
和
政
権
と
ど
の

よ
う
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
、

「
邪
馬
台
国
」
の
場
所
の
判
明
と

合
わ
せ
て
研
究
が
進
む
こ
と
を
望

む
。「

友
の
会
」
の
活
動
は
、
草
取

り
、
ガ
イ
ド
の
他
、
６
月
の
「
お

田
植
ま
つ
り
」
の
綱
張
り
や
苗
渡

し
、
11
月
３
日
の
「
森
将
軍
塚
ま

つ
り
」
で
は
古
代
道
具
の
指
導
、

し
め
縄
作
り
の
指
導
、
古
代
米
販

売
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
秋
に
は

研
修
旅
行
も
行
い
、
県
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
古
墳
を
見
学
に
行
く
が
、

森
将
軍
塚
古
墳
の
よ
う
に
葺
石
を

積
み
、
築
造
当
時
に
復
元
し
た
古

墳
は
少
な
い
。
近
年
、
先
輩
方
が

高
齢
に
よ
り
活
動
に
参
加
で
き
な

く
な
り
、
ま
た
、
新
た
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
希
望
者
が
少
な
く
、
古
墳

館
で
は
日
程
を
組
む
の
に
苦
慮
し

て
い
る
。
毎
年
１
〜
３
月
に
養
成

講
座
を
開
催
し
て
い
る
の
で
、
墳

上
で
眼
下
を
眺
め
、
ロ
マ
ン
を
感

じ
な
が
ら
ガ
イ
ド
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

見
学
者
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
を
喜
び
に
感
じ
て
！

　
森
将
軍
塚
古
墳
友
の
会

　
　
　
相
談
役
　
鎌
倉
治
雄

草取り100回記念撮影
千曲坂城クラブ中学生とともに

草取りの様子

千曲市歌作曲者　
新実徳英先生（右）とともに

長野県千曲市
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